
様式第販－５号（販路拡大関係） 

事業報告書 

１　補助事業の概要 

※　実施した補助事業によって生じた効果には、補助事業の実施により生じた「補助事業実施前との変化」「経営効

果」等を記載する。 

※　補助事業の目的に対する達成度及び今後の展望には、交付（変更）申請時に記載した補助事業の目的に対して

「達成できた項目」「達成できなかった項目」等を記載する。 

 

２　補助事業の実施期間 

※　実施期間の始期には、発注日／支払日等の最も早い日を、実施期間の終期には、展示会最終日/納品日／支払日

等の最も遅い日を記載する。 

※　前年度以前に申込及び支払い等が必要な展示会等については、実施期間の始期に当該展示会等の初日を記載す

る。 

 

【添付書類】 

●　補助事業の作業報告書・納品書・写真・スクリ－ンショット等、事業実施を証する書類 

 

実施した補助

事業の内容

☑　展示会等への出展

 
イベント名 〇〇モーター展示会

 イベント会場名 〇〇展示場

 
イベント開催日 令和８年９月19日～令和８年９月20日 令和　年　月　日 ～ 令和　年　月　日

 
備品購入

購入する備品等の名称 耐用年数

 

 ☑　商品紹介動画の制作

 
内容

自社製品の製造過程や利用者の声を撮影し、特長・用途・利便性を視覚的に 

発信する。

 
秒数(実績) 3分30秒

 ☑　産業財産権の取得

 
種類(耐用年数) □特許権(８年)　□実用新案権(５年)　□意匠権(７年)　☑商標権(10年)

 
内容

●●製品の商標の出願及び登録 

 □　新商品開発に関する資料購入・試験・検査

 
内容

 

 

実施した補助

事業によって

生じた効果

未取引の自動車メーカーの担当者と直接話を聞く機会を多く得られ、約50名と名刺交換を行

えた。 

製品紹介動画をイベントで放映したことで、利用者の声等分かりやすかったと好評だった。 

●●製品の商標登録を行ったことにより、他社製品との差別化・ブランド化を図ることができ

た。

 
補助事業の目

的に対する達

成度及び今後

の展望

来場者へ名刺交換や商品PRを行うことができ、自社や製品の知名度は向上したと考えられる。 

また、商品PRの他に業界全体の動向などの情報収集を行うことができ、今回得られた情報か

ら、今後の商品開発の参考にしたい。 

今回参加したイベントでは、製品紹介動画が好評であったため、今後はイベントで使用するだ

けでなく、HPやSNS等でも公開し、販路拡大に繋げたい。 

「商標権」という法的な独占権を得て、今後も安心して販売できる土壌ができた。

 
実施期間 令和　８　年　５　月　１　日から令和　９　年　２　月　10　日まで


